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大宜味村農業委員会だより （８月号） 

耕作された元気な畑から村の未来が見えます。 
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６月総会の結果報告 第 16期第 10回農業委員会総会 開催 6月 25日（月） 

番号 議案 申請地域 結果 内容 

25 農地利用集積計画の承

認（利用権貸借） 

根路銘 可 使用貸借権の設定（中間管理事業） 

津波 可 賃貸借権の設定（果樹） 

大保 可 賃貸借権の設定（畑作） 

白浜 可 使用貸借権の設定（畑作） 

26 農地法第 3条許可申請 白浜 可 所有権移転（売買） 

27 農地法第 5条の許可申請

に対する意見 

謝名城 可 農地転用にかかる所有権移転 

沖縄県農業会議の諮問では不許可 

28 非農地証明の承認 白浜 可 20年以上耕作放棄による非農地証明 

29 平成 27年 2月 18日に出

作廃止した農地の補正 

田嘉里他

6 地域 

可 出作廃止された農地 90筆について農地台

帳へ戻す補正を行うことに決定。 

30 農用地区域内での開発

行為について（諮問） 

津波 可 4つの付帯事項をつけて答申をすることに

決定。 

総会の議事録は大宜味村のホームページで公開しています。 

 

 

全国農業会議所では、農業法人等が新たに就農希望者を雇用して実施する研修に対して助成を

行う「農の雇用事業」の参加者を募集します。 

事業の対象となる研修生は、平成 29年 11月 1日～平成 30年 7月 1日の間に正社員として原

則45歳未満で採用され、研修開始日時点で正社員としての就業期間が4ヶ月以上となる方です。 

 事業実施を希望される農業法人等の方は、平成 30 年 6 月 25 日（月）～平成 30 年 8 月 31 日

（金）（必着）までに各都道府県農業会議に必要な申請書類を提出してください。 

応募の際は沖縄県農業会議までお問い合わせ下さい。 

助成額 研修生 1人当たり 年間最大 120万円 

内訳 新規就業者に対する研修費※1 月額最大 97,000円 

指導者研修費※2         年間最大 120,000円 

お問合わせ  沖縄県農業会議：098-889-6027 

 

 

 

産業振興課ではマンゴーの適切な施肥の実施による、生産者の農業所得の向上を図るため、

マンゴー専用 1号の共同購入について補助を行います。 

 

下記の要領で、JA大宜味支店にて、マンゴー専用１号肥料の購入予約を 

行ないます。 

共同購入すると村が購入額の２割を補助します。この機会に是非申込下さい。 

 

申込期間：８月６日（月）～８月１７日（金） 

引渡期間：８月６日（月）～８月２４日（金） 

購入対象者：大宜味村内に住所を有する者。 

 

申込・お問い合わせ先 JA大宜味支店購買 電話 ０９８０－４４－３６５８ 

担当 産業振興課 農政係 比嘉 一詞 電話 ０９８０－４４－３２３２ 

今月の各種申請締切は 

8 月 10 日（金）です。 

 

マンゴー専用１号肥料共同購入について      産業振興課  

「農の雇用事業」（平成 30年度第 3回）の募集を開始 
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大宜味村農業委員会では毎年 8 月から、「農地利用状況調

査」として、農業委員及び農地利用最適化推進委員が村内全

ての農地をパトロールします。 

 

調査の結果、遊休農地に認定された農地所有者に対し「利

用意向調査」を実施して農地の利用意向を確認します。 

その確認した意向を踏まえ、担い手への農地のあっせん等

を行い遊休農地解消の取り組みを進めていきます。 

 

遊休農地が増えると、食料生産の基盤である農地が減少す

るだけでなく、病害虫の発生の温床になったり、不法投棄や

盗難の発生にもつながる恐れがあります。 

 

また、遊休農地に認定され、利用意向調査において中間管

理機構に農地を貸す意向を示さず、自分で耕作又は貸付等を

すると回答したにもかかわらず農地が遊休農地になっている

場合は固定資産税が１．８倍になるなど課税強化が行われる

場合もあります。この調査は 8月 1日から 9月末までの予定です。 

 

皆さんの地域の農地利用状況調査に対し、ご理解・ご協力をよろしくお願いします。 

担当 事務局 住 秀和  電話：0980-44-3477  ファックス：0980-44-3560 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国農業新聞は農業者の公的代表機関である農業委員会系統

組織が発行する農業総合専門紙です。全国規模の特徴を生かし、

国内の農政情報や、農業委員会や農業委員の優良な取り組みを数

多く取り上げています。 

 

また、栽培技術、市場情報、補助事業の情報、法律相談など農業についての情報を総合的に掲

載していますのであなたの営農を強力に支援します。 

特に、新規就農の若い農業経営者は積極的に購読されることをおすすめします。 

ご希望の方は、大宜味村業委員会で申し込んで下さい。支払いは口座引落です。 

（月４回金曜日発行 B3版 10～14頁 購読料：月 700円[送料、税込み]） 

 

7月 13日（金）のオススメ記事 

食農耕論・・・正しい電気柵の設置・維持管理とは ～獣害に強い地域づくりのために㊤～ 

広げよう農年・・・JAや他部署と連携し PR、加入数は県トップ 沖縄・伊江村農業委員会 

農委活動の道しるべ・・・農業企業参入の現状と今後 非食品企業による新たな付加価値の創出。 

これでヒト押し！自慢の逸品・・・完熟みかん「花子」南島原市 コクあり昔懐かしい本来の味。 

ストップ鳥獣害・・・カラス捕獲に自ら設計の「おり」 学習能力高く日々対抗策探る。 

平成３０年度 農地利用状況調査（農地パトロール）のお知らせ 
 

盗難に注意！！ 見つけたらすぐに警察へ！！ 
 
盗難・器物破損等の被害があった場合は警察へ通報しましょう。定期的に

巡回パトロールをしてくれます。被害拡大防止への足がかりにもなります。 
 
また、自分の畑や周辺を常にきれいにしておくことで盗難や不法投棄等の

防止のためにも役に立ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用状況調査をする農業委員 

遊休農地 

農業経営者の必須情報源として全国農業新聞の購読を！！ 


